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　前段の26〜27ページでは、学生と企

業との間のコミュニケーションにおいて、

両者でやりとりされる情報の内容につい

て考察を行った。それらを踏まえて、ここ

では両者間の採用コミュニケーションのあ

り方について、企業と学生双方を比較し

ながら論じたい。

　下のグラフ❶は、採用コミュニケーショ

ンにおいて、「情報開示」「疑問・不安の

解消」「企業理解の機会提供」「マッチン

グのための情報提供」「コミュニケーション

のための時間」といった観点から、企業

側が「行った」とする割合と、学生が入社

予定企業に対してそのようなコミュニケー

ションが「あった」とする割合を比較したも

のだ。両者間の差が大きいものほど、双

方の認識にズレがあると解釈することが

できるだろう。

　この中で、一番差が大きかったのが、

「情報開示」、特に企業にとって都合の

悪いネガティブな情報の提供だ。企業の

92.4％が「学生に情報を求められれば隠

すことなく開示している・した」について「あ

てはまる」「ややあてはまる」（合わせて「あ

てはまる・計」とする・以下同）としており、

大多数の企業が開示していると自認して

いるのに対して、「ネガティブな情報でも、

求めれば隠すことなく開示してくれた」に

ついて「あてはまる」「ややあてはまる」と

回答した学生は59.4％と、約６割にとどま

っており、企業が学生を大きく上回る結

果となった。また、「あてはまらない」「あま

りあてはまらない」を合わせた「あてはまら

ない・計」も、企業側が0.7％なのに対して、

学生側は7.1％と一定数に上っている。

　こうしたことから、企業側は、求められ

ればネガティブ情報を含めて情報を隠さず

に学生に開示していると自認している一

方で、学生側の評価はそれほど高くはな

いことがうかがえる。

　次に、「学生の疑問や不安を解消する

ための場や機会を設けている・設けた」

「ネガティブ情報の開示」で
学生と企業の間に隔たりが

❶ 採用選考時コミュニケーション（企業）（学生） 企業　■ あてはまる・計　■ どちらともいえない　■ あてはまらない・計
学生　■ あてはまる・計　■ どちらともいえない　■ あてはまらない・計

学生に情報を求められれば
隠すことなく開示している・した

ネガティブな情報でも、求めれば
隠すことなく開示してくれた

学生の疑問や不安を解消するための
場や機会を設けている・設けた

疑問や不安があれば、
解消する場や機会があった

学生に自社を理解してもらうための
場や機会を多く設けている・設けた

企業理解のための場や機会が
多くあった

学生にとって自社が合うかどうか検討
するための情報を提供している・した

自分に合っているかを検討する
のに有効な情報が得られた

学生のために十分な時間を割くことを
意識している・した

自分自身のために
十分な時間を割いてくれた

企業

企業

企業

企業

企業

学生

学生

学生

学生

学生

n=1115

n=1116

n=1115

n=1113

n=1113

n=1668

n=1668

n=1668

n=1668

n=1668

採用コミュニケーションのあり方を学生は評価しているか？

❸採用コミュニケーションにおける学生と企業の認識ギャップ

コミュニケーションの
あり方には課題がある

企業 学生9割の企業が隠すことなく情報を開示と回答。
入社予定企業がネガティブ情報を開示してくれたと認識する学生は6割

※企業：新卒採用実施または実施予定企業／単一回答
※学生：就職先確定者／単一回答

Part3 就職・採用コミュニケーションの現状
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（企業）と「疑問や不安があれば、解消す

る場や機会があった」（学生）という「疑問・

不安の解消 」については、企業側の

81.4％に対して、学生側は72.6％と、

企業の認識を学生の評価がやや下回る

結果に。「学生に自社を理解してもらうた

めの場や機会を多く設けている・設けた」

（企業）と「企業理解のための場や機会

が多くあった」（学生）という「企業理解の

機会提供」についても、企業の認識を学

生の評価が7.0ポイント下回ったことから、

同様の傾向が見られた。

　「学生にとって自社が合うかどうか検討

するための情報を提供している・した」（企

業）と「自分に合っているかを検討するの

に有効な情報が得られた」（学生）という

「マッチングのための情報提供」について

は、やはり企業の認識を学生の評価が

下回る結果となり、程度の差こそあるも

のの、「情報開示」「疑問・不安の解消」

「企業理解の機会提供」「マッチングのた

めの情報提供」については、企業の自己

認識を学生の評価が下回るという傾向が

一様に見られた。

　このことは、企業自身が採用コミュニケ

ーションに努めていると自負しているほど

には、学生にはその認識がないことをうか

がわせている。企業は「開示しているから

知ってもらえる」「聞かれたら答える」という

姿勢ではなく、自ら学生の聞きにくい情報

を開示する、また学生に「聞きたいことは

ないか」などと積極的に質問を促す必要

があるだろう。学生も、機会を有効に使っ

て知りたいことをしっかり聞くという姿勢が

重要だ。

　企業の情報提供不足の影響は、入社

後3年未満に離職した「早期離職者」の

離職理由（グラフ❷）にも見てとれる。「仕

事内容への不満」「人間関係への不満」

「賃金への不満」「会社の将来性への不

満」の順に多く、これらに関しては、事前

により具体的な情報開示が行われていれ

ばミスマッチが防げた可能性も。情報提

供不足がミスマッチにつながっていること

も懸念される。

コミュニケーション不足
から内定先に不安が

疑問を解消する機会が
ないままに内定

●コンサルティング内定／文系学部

●サービス内定／文学部

ベンチャー系企業だったので、大学３年
の12月にはあっさり内定が出て、ほかの
企業を選考辞退しました。内定後は、リ
クルーターがついて、話を聞かせてくれ
たのですが、会った２週間後からリクル
ーターと連絡がとれなくなったり、内定式
の仕切りが悪かったりなど、正直、内定
先の社員に不信感を抱いているのも事
実。もう少し多くの社員とコミュニケーシ
ョンができた状態で入社を決めるべきだ
ったと少し悔やんでいます。

就活をスタートした当初は第1志望だっ
た企業。１次選考の適性検査、２次選
考の筆記試験と役員面接の後に、あっ
けなく内定が出ました。選考中に給与
や待遇の話を聞く機会がまったくなかっ
たので、内定後に確認したら、給与が
想像以上に低いことが判明。仕事内容
も、自分のイメージとは違う内容が含ま
れることが後からわかって…。給与面で
妥協はできなかったので、最終的には
内定を辞退することとなりました。

会社都合

賃金への不満

勤務地への不満

人間関係への不満

仕事内容への不満

会社の将来性への不安

雇用安定性への不安

不満や不安はなかった

自分のけがや病気

結婚・出産・育児

介護のため

独立のため

進学や資格取得のため

その他

❸採用コミュニケーションにおける学生と企業の認識ギャップ

情報提供不足が早期離職に
つながっている可能性も

早期離職の理由は、仕事内容や人間関係への不満が多い若手
社会人

「仕事内容への不満」が半数を超え、「人間関係への不満」も約4割。「賃金への不満」「会社の将来性へ
の不満」が全体の約4分の1。

❷ 早期転職者の初職離職理由

出典：公益社団法人全国求人情報協会「若者にとって望ましい初期キャリアとは〜調査結果からみる“３年３割”の実情〜」
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